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〜 校章の由来 〜

　本校のシンボルの木である「やまもも」の葉と、障がいを克服しなが

ら健やかに成長する子供たちの姿を組み合わせてデザイン化された。

　中央部分は風雪に耐え旺盛な生命力をもつ「やまもも」の葉であり、

全体としてたくましく社会自立する子供の姿を象徴している。

１．学校の沿革

平成　７．１２	 （仮称）県立若狭養護学校の基礎計画を発表

　　　８．１１．２６	 校舎建築工事着工

　　　９．　４．　１	 養護学校開設準備グループ発令、準備を開始

　　　　　１０．　７	 福井県９月定例議会において「福井県立嶺南西養護学校」設置を決定

　　　　　１１．　９	 初代校長  田地哲夫  就任　他に４名の教職員発令

　　１０．　４．　１	 福井県立嶺南西養護学校開校　旧嶺南養護学校小浜分校は本校へ移管

	 （児童生徒61名　教職員78名）

　　　　　　４．　７	 開校式、第１回入学式を挙行

　　　　　１１．　１	 福井県立嶺南西養護学校落成式を挙行　校訓碑建立

　　１１．　３．２０	 同窓会発足式を挙行

　　　　　１０．　８	 第21回福井県養護学校教育研究大会を開催

　　１２．　４．　１	 第２代校長  大山武夫  就任

　　１３．　１．２６	 校歌制定

　　１４．　４．　１	 第３代校長  山岸一男  就任

　　１５．　４．　１	 第４代校長  杉左近孝夫  就任

　　１７．１１．10〜11	 第35回北信越地区知的障害養護学校教育研究協議会 福井大会を開催

　　１８．　４．　１	 第５代校長  村山周治  就任

　　１９．　４．　１	 分校休校

　　　　　１１．１０	 開校10周年記念式典

　　２０．１０．　８	 第30回福井県養護学校教育研究大会を開催

　　２１．　４．　１	 第６代校長  城谷義則  就任

　　２４．　４．　１	 第７代校長  小野浩亨  就任

　　２５．　４．　１	 校名変更により、福井県立嶺南西特別支援学校と改称

　　２７．　４．　１	 第８代校長  加藤健治  就任

　　２９．　３．３１	 分校閉校

　　　　　　４．　１	 第９代校長  滝　民恵  就任

　　２９．１０．　３	 第39回福井県特別支援学校教育研究大会を開催

　　３０．　１．１１	 「第11回キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰」を受賞

　　３１．　４．　１	 第10代校長  松宮武彦  就任

令和　２．　４．　１	 第11代校長  田上博一  就任

　　　３．１１．１９	 「令和３年度優良PTA文部科学大臣表彰」を受賞

　　　４．　４．　１	 第12代校長  河原康徹  就任

　　　６．　４．　１	 第13代校長  為国順治  就任
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２．学校の努力目標

１．教育目標

　一人一人の特性に応じて能力や可能性を最大限に伸ばす教育活動を実践し，社会の一員と

して主体的にたくましく生きぬく力を育む。

２．校　　訓

　　元気に　　明るく　　たくましく
　　　 （心身の健康）　　  （情操・社会性）　　　　 （基礎・精神）

３．教育方針

(1)	 健康で明るく，心身ともに調和のとれた人間の育成を図る。

(2)	 幼児児童生徒の障がいの実態や発達段階を踏まえ，一人一人を生かす教育を推進する。

(3)	 各学部間の連携を図り，幼児児童生徒の将来を見据えた一貫教育を推進する。

(4)	 幼児児童生徒が地域で豊かな生活を送ることができるように，教育，医療，福祉，労働

等の関係機関と連携した組織的な支援の充実を図る。

４．学部の目標

【幼　稚　部】　・	生活リズムを整え、健康な体と心を育てる。

　　　　　　・	遊びを通して、人と関わる力を育てる。

【小　学　部】　・	基本的生活習慣を身に付け、身の回りのことを自分でしようとする態度を育

てる。

　　　　　　・	集団の中で、人と関わりながら活動できる力を育てる。

　　　　　　・	興味・関心を広げ、意欲的に学習に取り組む力を育てる。

【中　学　部】　・	自立に向けて必要な生活習慣や知識を身に付け、主体的に行動できる態度を

育てる。                    

　　　　　　・	集団の中で、役割を果たして活動できる態度を育てる。  

　　　　　　・	意欲的に活動に取り組む力を育てる。

【高　等　部】　・	地域社会の中での生活体験や職業体験を通して、将来の社会参加に必要な力

を育てる。         

　　　　　　・	集団の中で、仲間と協力し合い主体的に行動できる力を育てる。

　　　　　　・	様々な学習や体験を通して、進路について考える力を育てる。

【訪問教育】　・	安定した体調の維持を図る。

　　　　　　・	基礎的な感覚や運動機能の発達を促す。

　　　　　　・	人や物への関わりを通して、生活体験を広げる。
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３．教育課程
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1 140 105 140 105 35 35 35 50 140 35 35 35 125 1015

2 140 105 105 140 35 35 35 50 140 35 35 35 125 1015

3 105 140 140 140 35 35 35 35 140 35 35 35 105 1015

1 70 ※ 70 ※ 70 70 105 ※ 105 210 175 35 35 70 1015

2 70 ※ 70 ※ 70 70 105 ※ 105 210 175 35 35 70 1015

3 70 ※ 70 ※ 70 70 105 ※ 105 210 175 35 35 70 1015

1 ※ ※ ※ ※ 70 70 ※ ※ 280 210 35 35 315 1015

2 ※ ※ ※ ※ 70 70 ※ ※ 280 210 35 35 315 1015

3 ※ ※ ※ ※ 70 70 ※ ※ 280 210 35 35 315 1015

1 ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ 35 35 35 910 1015

2 ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ 35 35 35 910 1015

3 ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ ♯ 35 35 35 910 1015
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訪問については，週時数，週授業数合計で示した。

Ｂ，Ｃの特別の教科 道徳は，教育活動全体を通して指導する。

※は教科等を合わせた指導で，♯は自立活動の指導で行う。
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1 70 ※ 70 ※ 35 35 105 ※ 70 ※ 140 140 280 35 35 35 1050

2 70 ※ 70 ※ 35 35 105 ※ 70 ※ 140 140 280 35 35 35 1050

3 70 ※ 70 ※ 35 35 105 ※ 70 ※ 140 140 280 35 35 35 1050

1 ※ ※ ※ ※ 35 35 ※ ※ ※ ※ 350 140 35 35 420 1050

2 ※ ※ ※ ※ 35 35 ※ ※ ※ ※ 350 140 35 35 420 1050

3 ※ ※ ※ ※ 35 35 ※ ※ ※ ※ 350 140 35 35 420 1050
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訪問については，週時数，週授業数合計で示した。

【高等部】

訪問

C

B

※は教科等を合わせた指導で行う。

特別の教科 道徳は，教育活動全体を通して指導する。
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【中学部】

【高等部】



　

学年

各教科 科      目 標準単位

現 代 の 国 語 2 2 2 2 2

言 語 文 化 2 2 2 2 2

論 理 国 語 4 2 2 4 2 2 4

文 学 国 語 4

国 語 表 現 4

古 典 探 究 4 2 2 4

地 理 総 合 2 2 2 2 2

地 理 探 究 3 3 3 3 3

歴 史 総 合 2 2 2 2 2

日 本 史 探 究 3

世 界 史 探 究 3

公 共 2 2 2 2 2

倫 理 2 2 0・2

政 治 ・ 経 済 2 0・2

数 学 Ⅰ 3 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 3 3 6 3 3 6

数 学 Ⅲ 3 3 3

数 学 Ａ 2 2 1 3 2 2

数 学 Ｂ 2 1 2 3 2 2

数 学 Ｃ 2 2 2

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

物 理 基 礎 2 0・3 0・2

物 理 4 0・4

化 学 基 礎 2 2 1 3 2 2

化 学 4 4 4

生 物 基 礎 2 3 0・3 2 2 0・2

生 物 4 4 0・4

地 学 基 礎 2 0・3 0・2

地 学 4 0・4

体 育 7～8 2 3 2 7 2 3 2 7

保 健 2 1 1 2 1 1 2

音 楽 Ⅰ 2 0・2 0・2

音 楽 Ⅱ 2

音 楽 Ⅲ 2

美 術 Ⅰ 2 2 0・2 2 0・2

美 術 Ⅱ 2

美 術 Ⅲ 2

工 芸 Ⅰ 2

工 芸 Ⅱ 2

工 芸 Ⅲ 2

書 道 Ⅰ 2 0・2 0・2

書 道 Ⅱ 2

書 道 Ⅲ 2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 3 3 3 3

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 5 5 4 4

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ 4 5 5 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 3 3 2 2

家 庭 基 礎 2 2 2 2 2

家 庭 総 合 4

情 報 Ⅰ 2 2 2 2 2

情 報 Ⅱ 2

27 27 27 81 27 27 27 81

3～6 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

1 1 1 3 1 1 1 3 28 28 28 84

30 30 30 90 30 30 30 90 30 30 30 90

 情　　報

 家    庭

 芸    術

理    科

国 　　語

保健体育

数    学

  小　　　　　　　計

  合　　        　計

  総合的な探究の時間

 外 国 語

公    民

  自　 立　 活　 動

  ホ－ムル－ム 活 動

週時数

普通科・Ｄ課程

2 3 計

　　　　　　　　　学科・類型

【高等部　Ａ・Ｄ】

11 2

普通科・Ａ課程（理）
理科の「基礎」を付した科目については，第２，第３学年それぞれ異なる科目を履修する。第３学年の「物理」「生物」「地学」は，前学年に履修したそれぞれに対応する「基
礎」を付した科目について履修する。

13 計

普通科・Ａ課程（文） 普通科・Ａ課程（理）

2 3 計

地理歴史
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【高等部 A・D】



合計

７１名

視覚 聴覚 知的 肢体 病弱 視覚 聴覚 知的 肢体 病弱 視覚 聴覚 知的 肢体 病弱 視覚 聴覚 知的 肢体 病弱

1 12 1 7 1 23 1 46
　 9 2 6 2 1 4 1 25

視　　覚 　
聴　　覚 1 1
知　　的 1 1 1 1
肢　　体 　 　
病　　弱 　 1 1 2
運　　動
行　　動 　 8 5 3

５．幼児児童生徒の状況

高等部
２９名

（訪問０名）

小学部
２４名

（訪問０名）

中学部
１７名

（訪問０名）

学部名 幼稚部
（１）障がいの状況　（重複する障がいが複数の場合もある）

単一障がい者数
重複障がい学級該当者数

重
複
す
る
障
が
い
種
別

1名
（訪問０名）

在籍者数
（訪問）
障がい種別

（２）出身地別幼児児童生徒数

小 中 高

敦 賀 市  1  　 1
小 浜 市 18 10 15 43
若 狭 町 　 3 1 5 9
おおい町 1 2 1 4 8
高 浜 町 1 4 5 10
合      計 1 24 17 29 0 0 0 71

高
等
部

合計
訪問教育幼

稚
部

小
学
部

中
学
部

就
労
支
援

生
活
介
護
等

小計 1 5 15 1 23 28 11 2
計

福祉施設
大
学

通
所
事
業

入
所
施
設

訓
練
校

各
種
学
校

（３）高等部卒業生進路状況（Ｈ２６～Ｒ５）

45 0 41
3

技
術
・
製
造
・
建
設
業
従
事
者

サ
ー
ビ
ス
職
業
従
事
者

Ａ
型
事
業
所
（
福
祉
工
場
）

そ
の
他

合
　
計

89

　
家
事
・
在
宅

就      職
運
輸
・
通
信
従
事
者

農
林
・
漁
業
作
業
者

職
種
・
校
種
・
サ
ー
ビ
ス
等

専
門
的
技
術
的
職
業
従
事
者

事
務
従
事
者

販
売
従
事
者

進学

５歳 計 1 2 3 4 5 6 小計 計 1 2 3 小計 計 1 2 3 小計 計

幼児児童生徒数 1 6 4 2 12 2 3 2 7 11 10 2 23

学   級   数 1 1 1 1 3 2 2 2 1 5

幼児児童生徒数 1 1

学   級   数 　 　 　 1 1

幼児児童生徒数 1 1 1 1

学   級   数 　 　 　 1 1 1 1

幼児児童生徒数 　 2 2 5 2 11 3 1 5 9 4 1 5

学   級   数 　 5 3 3

幼児児童生徒数 　 　 　 　 1 　 1

学   級   数 　 　 　 　 1 　 1

高　等　部 合
計学年

3

2

17
人

6
学
級

４．幼児児童生徒数・学級数　　　　　　　  　（令和６年４月１日現在）

学部 幼稚部 小　学　部 中　学　部

訪
　
問

病
　
弱

知
的
障
が
い

１
人

　
１
学
級

重
　
複 3

71
人

25
学
級

29
人

9
学
級3

肢
体
不
自
由

24
人

9
学
級2

− 6 − − 7 −

４．幼児児童生徒数・学級数	 ( 令和６年４月１日現在 )

５．幼児児童生徒の状況



７．職員構成

校長 教頭 教諭 栄養教諭 養護教諭 実習助手
臨時任用
講師

特別支援
学校助手 事務長 事務員 給食員 校務員 計

1 1 42 1 1 2 13 2 1 3 2 1 70

（令和６年４月１日現在）
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６．年間の主な行事

７．職員構成	 ( 令和６年４月１日現在 )

６．年間の主な行事 

 

 行 事 
 

 月 

行 事 名  

学校全体 幼・小学部 中学部 高等部 

４月 

新任式 入学式 始業式 
身体計測 内科検診 検尿  
心電図検査 
全校集会 

 
春季遠足 
視力聴力検査 

視力聴力検査  

５月 
ＰＴＡ総会 歯科検診 
ＰＴＡ広報誌発行 
体育大会  

  春季遠足（１～3年）  

６月 交通安全教室  
プール学習開始 

視力聴力検査 
校外学習 (幼・１～３年) 

就労･生活支援体験学習 現場実習 

７月 
学期末大掃除 終業式 
避難訓練 
ＰＴＡ夏休み生活支援事業 

宿泊学習（４～６年）   進路面談（１～３年） 

８月 全校登校日 家庭訪問   
 
 
 

９月 始業式 
前期成績報告会 

校外学習 (幼・１～３年) 修学旅行（2・3年）  宿泊学習・校外学習  

１０月 ＰＴＡ広報誌発行 秋季遠足 
就労･生活支援体験学習 
職場見学 

現場実習 

１１月 学校祭（やまもも祭）     

１２月 
避難訓練 
学期末大掃除 終業式 
地域交流事業 

校外学習（４～６年）   
進路面談（１～３年） 
校外学習（1～3年） 

１月 始業式 全校集会    

２月 幼稚部・高等部入学者選考 
入学説明会・体験入学 

校外学習（４～６年）    

３月 

卒業式  学期末大掃除 
後期成績報告会 全校集会 
ＰＴＡ広報誌発行  
修了式 離任式 

校外学習 (幼・１～３年)   

備考 

整形外科健康相談 
（１，２学期）  
心の健康相談 
（２，３学期） 

 校外学習 

作業製品販売会  
胸部レントゲン検査 
（１年 １学期） 
若狭高校との交流学習 
若狭東高校との交流学習  



事務総括、服務、予算執行計画、財務管理、出納 
給与・手当、共済組合・互助会、就学奨励賞 
予算執行、会計事務、監査・検査、文書収受・発送 
学校給食運営 
校務一般、スクールバス、校舎・校地整備、庶務一般 

教育計画 
学籍 
就学 
教科書 
庶務 

教　務　部 

生徒支援
通学支援
特別活動
学校行事
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８．学校運営組織

９．教室配置図
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学校付近の略地図
（交通機関）ＪＲ小浜線 小浜駅下車４km

敷地面積	 29,679m2

校舎面積	 5,851m2

体　育　館	 1,021m2

平　面　図
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